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はじめに 

 

石川未来プロジェクト事業は、公益社団法人大学コンソーシアム石川の地域連携事業の一

環として、令和３年度より開始された事業です。本プロジェクトは、大学コンソーシアム石

川の特徴を生かして、石川県内の高等教育機関（大学・短期大学・高等専門学校）を跨ぎ、

国・公・私立の枠組みや専門性を超えた、全国でも珍しい横断型プロジェクトです。 

また、３年に１回変わる大テーマ（これを「未来テーゼ」と呼んでいます。）に対する具体

的な課題を発見し、その課題に対する解決策を立案し、さらに、その社会実装を目指すまさ

に問題解決型プロジェクトでもあります。 

今回の未来テーゼは「石川でよかった！－幸せのまち、石川－」です。石川県が抱えてい

る課題は何でしょうか？ 課題解決の先の未来に“－幸せのまち、石川－”があります。課題

のキーワードには、能登復興、学都石川、文化継承、祭り、交通、食、ＧＸ、ＤＸ…等があ

げられます。 

石川県の未来を創るのは、現在、高等教育機関に所属している学生達を含む若者です。そ

して、このプロジェクトに地域課題の解決に高い関心と意欲を持つ４名の有志が参加してく

れました。 

この報告書は、参加学生が約１年をかけて取り組んだ成果をまとめたものです。プロジェ

クト活動に不慣れな学生達が、自分の考えを述べるだけではなく、大学コンソーシアム石川

に加盟する高等教育機関の先生方からの追加的意見と建設的批判を交え、ブレインストーミ

ングなどの手法を準用しながらまとめ上げたこの報告書を、是非、ご賢覧賜れば幸いです。 

最後にこのプロジェクト活動を支え、良い方向に導いてくださった先生方に、心より感謝

申し上げます。 

 

公益社団法人 

大学コンソーシアム石川 

地域連携専門部会 

部会長 新 広昭 
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ラリーいしかわ 

フォトラリー～5年後の自分へ～ 

 

指導教員(代表)金沢星稜大学 経済学部        教授  新  広昭 

参加学生  ・金沢大学   融合学域３年       太田 洸己 

      ・石川県立大学 生物資源環境学部１年   德永 稟 

      ・金沢星稜大学 人文学部３年       太田 詩央里 

      ・金沢星稜大学 経済学部３年       糠川 駆流 

 

 

1. 活動の成果要約 

 本チームは、未来テーゼである「石川でよかった！-幸せのまち、石川-」を達成するために、若年

層、主に学生の県外転出の実態や背景などに着目し、その状況を根本的に立て直すために「未来郵便

〜5 年後の自分へ〜」というテーマを掲げて活動してきた。最終アイデアとして、石川県内各地域を

巡るフォトラリー企画を提案した。具体的には、参加者に様々な地域を訪れ、風景や文化、人との関

わりなどを写真として記録してもらい、それらを基に 5 年後の自分へ向けたメッセージを作成・郵送

するという取り組みとなっている。本活動を通じて、参加者自身が石川県の多様な魅力を発見すると

同時に、実際の体験を自身の内省へとつなげる機会として提供することを目指してきた。私たち自身

も活動過程において、多角的な視点から石川県の魅力や課題を捉えることができ、今後の地域づくり

を考えていく上での土台を形成することができたと考えている。 

 

2. 活動の目的 

本プロジェクトの目的は、石川県を「思い出が定着した場所」として参加者の記憶に残すことで、

心理的なつながりを育むことにある。若年層、特に学生にとって、進学や就職といったライフイベン

トをきっかけに居住地が変化する中で、過去に過ごした地域との関係は時間とともに薄れやすい。そ

の一方で、人は「思い出のある場所」に対しては、距離や時間を超えて愛着を持ち続ける傾向がある

と考えられる。私たちはこの点に着目し、石川県での何気ない日常や風景、人との関わりを写真とし

て記録し、将来の自分へ向けたメッセージとして残す仕組みを構想した。写真と手紙を組み合わせ、

時間差で届ける「未来郵便」という形式を採用することで、将来的に石川県で過ごした記憶を自然と

思い出すような契機を生み出し、「また帰ってきたい」「もう一度関わりたい」という感情を喚起する

ことを目指した。 

 

3. 活動の内容 

〇活動の概要 

 対面またはオンラインでのミーティングを月に 2～4回程度行った。 

 

〇活動スケジュール 

月 議題 

5 キックオフ講義、オリエンテーション顔合わせ、自己紹介 

6 チームビルディング  

具体課題共有、活動テーマ決定 (スタンプラリーの実施を計画) 

石川県が抱える課題に関する調査 
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7 中間報告準備   

19(土) 中間報告会 

アンケート製作の検討 

8,9 夏休み 

10 今後のスケジュール設定 

アンケート製作・実施  

【対象：石川県内大学生 

 内容：スタンプラリーの設置場所、景品、県内企業への認知 について】 

活動テーマ再検討 

11 アンケート集計 

課題の再定義・調査 

活動テーマ再編 (フォトラリー形式への変更) 

12 アンケート再製作・実施・集計 

【対象：石川県内大学生 

 内容：石川県内での就職・居住希望の有無、進路決定理由・背景 について】 

成果報告会準備 

1 成果報告会準備 

24(土) 成果報告会 

2 石川未来会議準備 

28(土) 石川未来会議 

 

【7/19(土) 中間報告会】 

 

  
 

＜6/12～ 具体課題の共有、活動テーマ決定＞ 

〇内容：個人案の共有、共通するキーワードの発見や活動の方針決定 

 

各々の個人案を以下に記す 

名前 具体課題のタイトル 具体課題が必要な理由 

太田 洸己 二地域居住の実現 石川県では現在、能登半島地震による影響で人口流出の加速

化が顕著であるように見受けられる。全国初の試みで、「広

域的地域活性化基盤整備計画（二地域居住）」が始動するこ
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ととなったが、その効果や知名度は現時点ではいまだ限定的

なのではないか。また、取り組みを理解してくれた人々が実

際に行動に移るという点でも、心理的ハードルがたちはだか

るだろう。そこで、人口流出により増加が予想される空き家

の活用法や、実際に二地域居住を開始する住民の移動手段や

住居などについての様々な諸課題を、移住計画中の石川県民

や県外の方へのアンケートから改めて抽出し、人口流出の阻

止と新たな人口の流入を促進する働きが必要となると私は

考える。 

糠川 駆流 コミュニティづくり

による能登復興 

能登半島地震が起きて、地域でのつながりが薄くなっている

現状があると思います。そして、つながりが薄くなると、地

元に対する愛着が失われて、人口流出が止まらなくなり、能

登は過疎化が深刻な問題になってしまいます。こうした悪循

環を防ぐためにも、地域の絆を再生することが大切だと思い

ます。そこで、テーマでもある石川でよかったと思ってもら

うことで、石川県に留まってもらうことができます。具体的

な案として、地域住民の方や外から来た人たちが自然と集ま

れるような場所や環境を発見や提供できたらと考えていま

す。提供することで、世代や地域を超えた交流があることで、

その地に対する愛着が生まれるからです。 

太田 詩央里 地域コミュニティの 

拡大・充実 

私は加賀地域で確定申告のアルバイトをしていました。その

間、能登地域から避難してきた人を何組か対応しました。彼

らは「もう能登には戻らず加賀で暮らします」と語っていま

した。みな決して若いとは言えない人たちでした。慣れない

土地で生活することは誰にとってもストレスになります。そ

してその緊張や不安を解くのはやはり人とのつながりだと

私は考えています。しかし、そのような状況が自動的に作ら

れる人がいる一方で、自ら努力してコミュニティに参加しな

ければいけない人もいます。そしてそれは避難者に限った話

ではありません。私は地域コミュニティがより充実すること

で、彼らの生活がより豊かになると考えました。 

徳永 稟 加賀が 

「バズっていない」 

加賀は、新幹線が開通したものの、未だ観光客の誘致が滞っ

ているのが現状です。その主な原因は、加賀と金沢の知名度

の差です。最近では観光地の情報を国内外問わず、インター

ネットで入手する人が増えており、「バズった」観光地の観

光客の増加は凄まじいです。インターネットで注目を集めた

動画のコメント欄を見ると、「こんなに良い場所があったの

か」「行きたい」「もっと早くから知りたかった」等のコメン

トをよく見ます。加賀もインターネットの中で注目を集める

ことができれば、必ず観光客が増えると思います。また、こ

の問題を解決することで、金沢のオーバーツーリズムの改善

も期待できるため、私はこれを課題として挙げます。 
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〇キーワード 

「人口流出阻止」「人とつながり」「地域との接点」「能登復興」「観光促進戦略」「関係人口」 

 

〇設定した目標 

 個人課題に着目すると、各地域において共通して「人口流出の阻止」に向けた取り組みへの関心が

見られ、その解決策として二拠点居住やコミュニティの創造・拡大が多く挙げられていた。一方で、

北陸新幹線の開通を背景とした金沢市におけるオーバーツーリズムの進行や、それとは対照的に加賀

地域における観光客数の伸び悩みといった課題も指摘された。これらを踏まえると、石川県内では、

観光・訪問客数の増加によって新たな問題が顕在化している金沢地域と、根本的に人の流れが減少ま

たは停滞している加賀・能登地域とに二分された構造が存在していると考えられる。また、「人流」と

いう観点から見ると、県内において著しく「金沢一極集中」の状態にあることが明らかである。現状

認識を踏まえ、地域との持続的かつ密接な関わりを持つ関係人口を、加賀や能登を中心とした石川県

内各地域へと拡大・分散させることを目標として設定した。さらに、その過程においては、一時的な

観光促進による交流人口の増加も起点としつつ、継続的な関係性の構築へとつなげていく方針を定め

た。 

 

〇今後の議題 

個人課題には共通点が見られた一方で、着目した地域が異なっているようにも見受けられた。 

→出身地の違いやこれまで形成されてきた価値観の共有を行い、「観光」という側面に焦点を当てた。

新型コロナウイルス蔓延や能登半島地震、北陸新幹線の延伸等といった出来事の前後における人口・

観光客の推移を調査し、金沢市のオーバーツーリズム改善や石川県内各地への観光客の分散などを目

標とした取り組みの提案に向けて活動してきた。 

 

 

＜～7/19 提案企画の構想、中間報告＞ 

〇内容：テーマ・企画設定までの流れをまとめ、構想の発表を行う 

    発表後にいただいたフィードバックをまとめ、以降の方針を定める 

 

  
発表スライドの抜粋 

 

 

〇先生方からのコメント・フィードバック 

・複数地域を横断する形でスタンプラリーを実施するのは難しいため、具体的にどのように実施し

ていくのかという点を丁寧に構想する必要がある 
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・ターゲット層が広いため、浸透せずに終了してしまう可能性がある 

→セグメント化を行い、対象となる層をより具体化していくべき 

・アンケート実施なども通じて、「自分たちの思い」を発信していくことを意識する 

・目標が明確には定まりきっていないため、改めて価値観の共有を行い、明文化する 

 

〇中間報告終了後の運び 

 フィードバックを通じて、改めて「石川県にいて幸せと感じる瞬間」とはどのような時を指してお

り、私たち自身がそのきっかけ・価値を提供できるということを表現できていたのかという点を中心

に振り返りを行った。また、スタンプラリーの設置箇所に関する議論の裏付けとしてアンケートを実

施することが決定されていたが、同時に「継続性のある取り組みとして構築できるのか」、「スタンプ

ラリーへの参加を促すために効果的な手段は何か」という点などにも着目した。形に残りやすい且つ

魅力的に感じられる景品・体験などを用意できるのかという点について、議論を重ねていく方針が定

められた。 

 

＜～11/13 アンケート実施、活動テーマ再編＞ 

〇内容：県内の観光地や有名企業、景品内容に関する認識調査(アンケート) 

     スタンプラリー形式の限界性に関する認識共有 

     新たな企画構想に関する情報収集・意見交換 

 

〇アンケート概要(Google form にて実施) 

目  的：スタンプラリー設置箇所の選定、希望される景品についての把握 

対  象：石川県内の高等専門教育機関に所属する学生(回答者 102名) 

質問内容：回答者の属性(所属機関・学年・出身地) 

     認知している石川県の有名企業・観光地(記述式・複数回答可)   

希望する景品(複数選択可)  など 

 

〇アンケート結果(グラフは一部作成) 

 

 

 

小松製作所 

 
クスリのアオキ 

 
渋谷工業 

 
村田製作所 

 

コマツマテーレ 

 

PFU 

 

EIZO 

 

北國銀行 

 

その他 

 

兼六園 

 
金沢 21 世紀美術館 

 

千里浜なぎさ 

ドライブウェイ 

 

その他 

 

金沢城 

 
ひがし茶屋街 

 

近江町市場 
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以上より、学生の県内企業および観光地に対する認知は、全体として分散的であることが明らかと

なった。その中でも、金沢地域に関する観光地の認知度は他地域と比較して圧倒的に高く、県内全体

へと実施領域を拡大していくことの難しさが浮き彫りとなる結果であった。 

また、アンケート結果から、希望される景品の約半数が商品券などの金銭的価値を有するものや無形

の報酬であることが判明した。このことから、景品の贈呈を主な動機とする従来型の企画形式では、

参加者に十分な満足感を提供することが難しい可能性が新たな課題として認識された。 

 

〇争点化された「スタンプラリーの限界」と「フォトラリーへの転換」 

 これらのアンケート結果を踏まえ、景品を得ること自体よりもコト消費などに着目した「参加過程

において得られる満足感や意味づけ」に重点を置いた企画設計の必要性が共有された。また、スタン

プラリー形式では、地域への訪問を促す一方で、参加者に対して一定の強制力や拘束感が生じてしま

う可能性があるという懸念が示された。そこで「地域を訪れてもらうこと」そのものを目的とするの

ではなく、「石川県との心理的なつながりを残す」ことに焦点を当てた企画へと再編する方針を決定し

た。最終的には、「フォトラリー」という新たな形式での実施を提案するに至り、必要となる情報や課

題の再定義、アンケートの再実施、類似事例の調査を通じて企画内容のブラッシュアップを行ってき

た。その過程では、企業を巻き込んだ心理的つながりによってさらなる効果が期待できると仮定し、

学生と企業と連携しながらより強い関係性を構築していくための取り組みについての考察も行った。 

 

＜～12/18 アンケート・調査の再実施、課題再定義＞ 

〇内容：若年層(主に学生)の石川県外への転出状況に関する調査 

    石川県内の学生の県内外就職・居住に関する進路希望調査(アンケート) 

 

〇アンケート概要(Google form にて実施) 

目  的：石川県内の学生が転出していく要因の抽出、新たな企画構想のターゲット特定 

     地域・企業に対して抱いているイメージの把握、方向性・形式の妥当性検証 

対  象：石川県内の高等専門教育機関に所属する学生(回答者 60名) 

質問内容：回答者の属性(学年・出身地) 

     卒業後の進路についての現時点での考え(理由を含む) 

     企業と連携して挑戦・体験してみたいこと(記述式)    など 
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〇アンケート結果(グラフは作成、右記項目は一部抜粋)  

 

・企業と連携して挑戦・体験したいこと 

 

 

 

以上より、「石川県外での就職・居住を検討している」学生が全体の約半数であり、「未定」と回答

した学生も 3 割以上であるということが判明した。また、企業と連携して挑戦・体験したいことに関

しては、従来のインターンシップや就業体験などではあまり体験することができない内容が中心的と

なった。 

 

〇心理的つながりを形成するために 

 アンケート結果より進路が「未定」である層に着目することが重要であると考えた。今後の経験や

価値観の形成によって意思決定が左右される可能性が高く、地域との関わり方次第で将来的な選択肢

が変化する可能性が十分にあるためである。そこで、石川県との心理的なつながりを形成していくた

めの「きっかけづくり」を重視し、この層の学生に対して石川県での強い思い出や記憶を残してもら

うことを目的として再定義した。フォトラリー形式を採用することで、観光地に限らず、石川県内で

の日常風景や何気ない体験であっても写真として記録してもらい、それらを未来郵便として将来の自

分へ届ける仕組みを構想した。これにより、時間を経て記憶を再想起する機会を生み出し、石川県を

「心のよりどころ」として記憶に残すことを目指している。つまり、本取り組みは、県外への進路選

択そのものを否定・抑制するものではなく、「いつかまた帰ってきたい」と思ってもらえる関係性を築

くことを目的としたものとなる。 

 

 

未定 

 

石川県内での 

就職・定住を 

検討している 

 

石川県外での 

就職・定住を 

検討している 

 

３年生 

 

２年生 

 

４年生 

 

1 年生 
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活動の様子 

 

4. 活動の成果 

〇課題背景 

右図は総務省「住民基本台帳人口移動報告」

より公表されている石川県の年代別転入・転

出状況を表したものである。石川県では大学

入学期を中心とした年代においては転入超過

が見られる一方、卒業や就職を控えた年代に

おいては大幅な転出超過が生じていることが

分かる。このような傾向は、石川県における若

年層の人口定着が十分に進んでいないことを

示しており、将来的な労働力不足や地域活力

の低下を招く恐れがあると考えられる。  

 

〇目的 

 上記したように本企画は石川県を「心のよりどころ」として記憶に残すことを目指している。その

ためどのような進路選択をしたとしてもこれが達成できることが望ましいと考え、進路にあわせた以

下の 2つを目的として設定した。 

・石川県に留まる人に対して：写真を通して自身の思い出を振り返り、「やはり石川はよい場所だ」と

再認識してもらう 

・石川県外に出る人に対して：写真を通して石川県での思い出を再想起し、「石川に帰りたい・もう一

度訪れたい」と感じてもらう 

 

〇企画名 

フォトラリー ～5年後の自分へ～ 

 

〇コンセプト 

 若年層、特に県内大学生の県外流出が進む石川県の現状を背景に、「就職や定住を直接促す」のでは

なく、写真と思い出を通して石川県との心理的なつながりを残すことを目的とした企画である。学生

自身が撮影した「好きな場所」「思い出のある場所」を、未来の自分へ届けることで、石川県を「いつ

か帰ってきたい場所」「心のよりどころ」として記憶に残すことを目指す。 
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〇具体内容 

対象：石川県内の大学生 

内容： 

 1. 参加者が石川県内で「自分が好きな場所」または「思い出のある場所」を 3〜10枚撮影 

 2. 写真とともに、未来の自分へ向けたメッセージを専用フォームから送信 

  3. 何年後（1〜5年後）に受け取るかを選択 

  4. 運営側が写真を現像・編集し、アルバムとして保管 

  5. 指定された年数後に、アルバムと手紙を本人へ郵送、またはメールで送付 

 

未来郵便コースとメールコースの二種類のコースを用意している。未来郵便コースは有料コースで

ある代わりに、アルバムと手紙の送付に加え、石川県の企業体験機会の用意や石川県で使える商品券

など多くの特典がもらえる。一方メールコースは、写真とメッセージがメールで送られるコースであ

る。未来郵便コースのような特典はないが、無料で参加できるという利点がある。 

 

付加企画： 

①県内企業と連携した企業体験 

 学生が実際に企業を訪問し、商品開発や製造工程の一部を体験することで、県内企業の魅力や仕事

のやりがいを直接感じられる機会を提供する。 

 例として、和菓子メーカーとの連携を挙げる。材料選びから製作までを学生自身が行い、商品開発

の過程を体験する。これにより、企業の技術力や地域産業の奥深さを理解するとともに、「県内で働く」

という選択肢をより身近に捉えるきっかけとなる。 押しつけがましい就職支援ではなく、体験を通じ

た自然な企業理解を促す点が本企画の特徴である。 

 

②みんなで作る石川マップ 

 この企画は、学生一人ひとりの思い出を共有しながら、石川県の魅力を可視化することを目的とし

ている。 

 フォトラリー応募時に、マップ作成への使用の許諾を得られた写真から、撮影場所の位置情報を取

得し、石川県の地図上に反映する。写真を地図上に配置し、参加者それぞれの思い出が点となってつ

ながる「石川マップ」を作成する。 

 この取り組みにより、参加者は自分の知らなかった石川県内のスポットや、他の学生の思い出に触

れることができる。また、行政や観光パンフレットでは表れにくい、学生目線のリアルな石川県の姿

を共有できる点が特徴である。個人の思い出を集積することで、地域への親しみや愛着を高め、石川

県を「帰ってきたくなる場所」として再認識する効果が期待される。 

 

〇特徴 

 本企画の特徴は、若者に対して就職や定住を直接的に促すのではなく、写真と思い出を通して石川

県との心理的なつながりを残す点にある。参加者自身が撮影した写真やメッセージを用いることで、

行政や企業からの一方的な情報発信ではなく、個人の体験や感情を尊重した形で地域への愛着を育む

仕組みとした。また、スマートフォンひとつで完結する手軽な参加方法により、多くの学生が日常の

延長として参加できる点も特徴である。さらに、数年後に写真やメッセージが届く「未来郵便」の仕

組みによって、卒業後や県外転出後であっても石川県を再想起する機会を創出し、「帰ってきたい場所」
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として記憶に残す効果が期待される。加えて、県内企業と連携した企業体験や、参加者全員で作り上

げる石川マップを組み合わせることで、地域理解・キャリア意識・参加者同士のつながりを同時に深

める、継続性のある参加型企画となっている。 

 

注記 

本報告書および発表資料の作成にあたり、文章表現の整理・校正ならびに一部図版（イメージ画像）

の作成補助として、生成 AI（ChatGPT、Gemini）を補助的に利用した。 

 


